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　社会福祉協議会は地域福祉の要として、多くの

人々の善意に支えられ、福祉事業活動を行ってい

ます。住み慣れた町（地域）で安心して、生活で

きるよう、みんなで互助の心をはぐくみ、支え合

い、福祉の「まちづくり」を推進しましょう。
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高田産商㈱ 様

棚倉小学校 様

高野小学校 様

棚倉ライオンズクラブ 様

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動にご協力ありがとうございました。
募金活動にご協力いただいた学校・事業所・各団体からの贈呈式の模様です。

募金金額、配分内訳などは４～５ページの「愛ちゃん希望くんだより」をご覧ください。
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令和３年度棚倉町社会福祉協議会　事業計画・予算の概要
　令和３年３月２２日に理事会を３０日に評議員会を開催し、令和３年度事業計画及び予算を審議決
定いたしました。

【基本方針】
　今日の社会福祉を取り巻く環境は、急速な人口減少と少子高齢化や核家族化の進行、地域のつながり
の希薄化などにより、社会や家族の姿は大きく変化し、生活や福祉に対する課題も多様化しています。
　わが国では、地域福祉の充実を通して地域共生社会の実現に向けた支援体制づくりが進められており、
住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会の実現を目指しています。
　さらには、相次ぐ自然災害の中で、日常的な住民同士のつながりが災害時に大きな力を発揮すること
をこれからの地域づくりに活かしていく必要があります。
　この様な中、当協議会におきましては、住民主体の理念に基づき、地域の福祉課題の解決に取り組み、
福祉施設や民生児童委員はもとより、保健、医療の各関係機関・団体等と連携・協力しながら安心して
暮らせる地域づくりを進めて参ります。
　特に、地域包括支援センターを核として、住民同士の支え合い、助け合い、見守りを基本とした生活
支援体制整備事業の推進を図ることで、住み慣れた地域で自分らしい生活が続けることができるよう

「地域包括ケアシステム」の構築に向け取り組んで参ります。
　また、ボランティア活動や地域サロン事業の推進を図りながら、地域に暮らす住民への支援、居場所
づくり活動など地域に根付いた支援活動を積極的に進めることで、住民の主体的な取り組みを支援して
参ります。

【予算及び事業内容】� （単位：千円）
区　　分 本年度予算 主な事業内容

法人運営事業 23,580 1．事務局運営費（人件費、事務費、管理費）2．団体事務

地域福祉活動事業 8,169

1．地域福祉ネットワーク活動（見守り、声かけ活動、地域サロン活動等）
2．心配ごと相談事業（弁護士及び民生委員）
3．福祉バス貸出事業
4．奨学資金給付事業（ひとり親家庭の高校生を対象）
5．いきがい生活支援事業
6．ボランティアセンター事業
7．秋のフェスティバル開催事業

訪問介護事業 1,116

資金貸付事業 2,126 1．生活福祉資金の貸付（１件50,000円限度10 ヵ月償還）
2．高額療養費の貸付

共同募金配分金事業 2,839

1． 障がい者のための自動車燃料費助成
2．夏季見舞金の贈呈
3．歳末助け合い募金配分金贈呈
4．高齢者交流会の開催
5．ひとり暮らし高齢者への火災報知器の貸与
6．�福祉団体への助成（老人福祉活動助成、障がい者福祉活動助成、児童･青少年福祉活

動助成、母子･父子福祉活動助成、福祉育成・援助活動助成、ボランティア活動育成
事業助成）

7．行路人援助
福祉サービス利用援助事業 2,479 1．日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業）

居宅介護支援事業 19,267 1．介護及び介護予防サービス計画の作成及び管理業務
2．介護認定訪問調査

地域包括支援センター事業及び
生活支援体制整備事業 34,781

地域包括支援センター事業
　1．介護予防マネジメント業務
　2．総合相談支援業務
　3．権利擁護業務
　4．包括的・継続的ケアマネジメント
　5．地域包括支援ネットワークの構築
　6．地域ケア会議の実施
生活支援体制整備事業
　1．生活支援・介護予防サービスの把握及び創出
　2．高齢者支援ニーズの把握
　3．ネットワークの構築
　4．地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動のマッチング
　5．サービス・支援の担い手となるボランティア等の養成
　6．「地域サロン」の開催

支出合計 94,357

収入合計 94,357
会費収入 1,636　寄付金収入 927　経常経費補助金収入 13,214　受託金収入 28,128
貸付事業収入 300　助成金収入 150　共同募金配分金収入 2,839
介護保険事業収入 24,400　障害福祉サービス等事業収入 68　受取利息配当金収入 4
その他の収入 14　前期末支払資金残高 22,677
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　社会福祉に役立ててくださいと、多くの方々から善意の寄附金が寄せられました。
深く感謝申し上げます。（令和２年１２月１８日～令和３年３月７日）

ご寄附

御遺志による寄附（順不同）

古市　泰士様　八　槻 　 加藤　一彦様　日向前 　 小林　幸男様　鉄炮町 　 大竹　博子様　寺　山

岡部　定美様　富　岡 　 渡邊　昭一様　北　町 　 藤田　敬志様　強　梨 　 伊下　高士様　北山本

鈴木好太郎様　強　梨 　 根本　勝彦様　下　町 　 小林　千尋様　一　色 　 鈴木　正市様　町　裏

金澤　信幸様　岡　田 　 片野　清耕様　福　井 　 小林　秀樹様　小菅生 　 陣野マス子様　下山本

小林　  弘 様　北　町 　 片野　博之様　福　井 　 蛭田　賢市様　岡　田 　 常松　栄治様　清戸作

高宮　尚志様　山　田 　 陣野　一弥様　北山本

その他の寄附
　♥一般財団法人　福島民報教育福祉事業団様　　　歳末特別募金「愛の小箱」１件分

※サロン活動に興味のある方は棚倉町社会福祉協議会までご連絡ください。☎３３－２６２３

サロンとは、地域の人たちが身近な場所で気軽に集まり、仲間と楽しく過ごせる『通いの場』です。
自然と仲間ができて、地域でのつながり・支え合いの関係ができていきます。
サロンでは、介護予防体操・健康講話（管理栄養士、歯科衛生士）・創作活動・レクリエーション

など様々な活動をしています。今回は、町内高齢者サロンの活動を一部ご紹介いたします。

棚倉町　高齢者サロン

お住まいの地域でもサロン
活動始めてみませんか？
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＜五十音順敬称省略＞
・近津小学校　　　　　　・棚倉中学校　　　　　　・修明高等学校　　　　・あいタクシー㈱
・㈱アイディアポケット　・周　　　　　　　　　　・アルビー㈱棚倉営業所・ウエルシア東白川棚倉店
・エコス棚倉店　　　　　・海老屋運送㈱　　　　　・岡工務店　　　　　　・㈱オーエヌエラストマー
・介護老人保健施設志宝台・カーブス　　　　　　　・㈱カンスイ　　　　　・キコー㈱
・グループホーム上志宝台・グループホーム下志宝台・ケーズデンキ棚倉店　・㈱コバヤシ
・近藤製作所㈲　　　　　・酒井電設㈲　　　　　　・サミット㈱　　　　　・㈱シーズ
・㈱シーズオート　　　　・ＪＡ東西しらかわいきいき福祉センター　　　　・ＪＡ東西しらかわ棚倉支店
・ＪＡ東西しらかわ農産物直売所みりょく満点物語　・ＪＡ東西しらかわ本店・寿恵園
・白河信用金庫棚倉支店　・新ゲインズボローカントリー倶楽部　　　　　　・新富家
・杉山胃腸科外科皮膚科　・スズキ製作所㈱　　　　・大東銀行棚倉支店　　・ダイユーエイト棚倉店
・棚倉警察署　　　　　　・棚倉自動車学校㈱　　　・棚倉消防署　　　　　・棚倉森林管理署
・棚倉田舎倶楽部　　　　・棚倉保育園　　　　　　・棚倉町商工会　　　　・棚倉町役場
・棚倉郵便局　　　　　　・谷電機工業㈱福島工場　・田村組㈱　　　　　　・近津郵便局
・㈱テクニカルタテノ福島工場　　　　　　　　　　・データ・アシスト　　・東石通運㈱

　赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動に
毎年ご協力を賜り感謝申し上げます。

令和２年度の募金金額、配分内訳をご報告いたします。

募金活動にご協力頂いた学校・事業所

募金型自動販売機
　保健福祉センター内に設置されている募金型自動販
売機の売上げの一部は福島県共同募金会へ送金されま
す。令和２年度は１５，０８５円が棚倉町共同募金委
員会の募金実績となり当会に配分されます。
募金型自動販売機を設置して下さる法人様を募集して
います。棚倉町共同募金委員会（☎３３－２６２３）
までお問合せ下さい。

　集まった募金は、一旦福島県共
同募金会へ全額送金します。

赤い羽根共同募金は、翌年度県内社
会福祉事業と棚倉町に配分され、各種団体への
助成、夏季見舞金贈呈事業、ボランティア活動
保険料、身体障害者自動車燃料費助成事業等へ
の助成金として使われます。
　また、歳末たすけあい募金は当年度の歳末見
舞金贈呈事業に使われ、翌年度の社協広報発行
料、高齢者交流会開催、火災通報システム業務
委託料、ボランティア活動等の地域福祉活動支
援に役立てられます。

赤い羽根共同募金　目標額1,949,000円 歳末たすけあい募金 目標額2,086,000円
募 金 内 訳 件　数 募　金　額 件　数 募　金　額
戸 別 募 金 ３，５３４世帯 １，７５６，５００円 ３，５３５世帯 １，４１４，０００円
法 人 募 金 ２件 １５，０００円 ５件 １９０，２０１円
学 校 募 金 ７件 ３１，６９０円 ７件 ２５，５６７円
職 域 募 金 ２０件 ３７，５２１円 １０７件 ５０４，１８７円
イベント募金 ０件 ０円 ０件 ０円
個 人 募 金 １件 １，６１４円 ０件 ０円
その他の募金 ４件 １６，５４８円 ０件 ０円
合 　 　 計 １，８５８，８７３円（95.4%） ２，１３３，９５５円（102.3%）

配　分　内　訳
件　名 配分対象 配分額

生活困難世帯 ２１世帯 ２１０，０００円
施 設 配 分 ９施設 ７００，０００円

配　分　金　計 ９１０，０００円
福 島 県 共 同 募 金 会 へ 送 金

（令和３年度地域福祉事業費）
１，２２３，９５５円

合　計 ２，１３３，９５５円

配　分　内　訳
全額福島県共同募金会へ送金
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配分金を贈呈した模様

・東邦銀行棚倉支店　　　　　　・東洋シャフト㈱福島棚倉工場　　　　　　　・ときわタクシー
・トヨタカローラ福島㈱棚倉店　・トヨペット㈱棚倉店　・ドリーム＆ホープ
・日本精工福祉基金福島支部　　・パッケージプラザ戸田棚倉店
・発達支援センターたなぐら　　・東白川郡森林組合　　・光建設㈱
・日立オートモティブシステムズハイキャスト㈱福島事業所　・深谷クリニック
・福島銀行棚倉支店　　　　　　・福島県農業共済組合　・福島交通㈱棚倉営業所
・藤建技術設計センター㈱　　　・藤田組㈱　　　　　　・藤田建設工業㈱　　・藤田建設工業㈱藤の会
・藤田石油㈱　　　　　　　　　・富士電業社㈲　　　　・ほたるの里　　　　・ホンダカーズ東白川棚倉店
・丸栄コンクリート工業㈱福島工場　　　　　　　　　　・水谷工業㈱　　　　・緑川建材工業㈱
・三森電機㈱棚倉営業所　　　　・村越機型製作所㈱　　・目黒プレス工業㈱　・森本建設㈱
・㈱モンブラン　　　　　　　　・社川郵便局　　　　　・八幡礦業㈱　　　　・ヤマト運輸㈱棚倉営業所
・八溝マテリアル㈱　　　　　　・ユニ・フーズ㈲　　　・ユニチャームプロダクツ㈱
・ヨークベニマル㈱棚倉店　　　・ルネサンス棚倉㈱　　・棚倉町社会福祉協議会

寿恵園

久慈会

なごみ

周

発達支援センターたなぐら

ほたるの里

棚倉保育園

堀川愛生園

ありがとうメッセージ
　コロナ禍の厳しい情勢の中、今回も配分金をいただき大変感謝
しております。毎年いただく配分金は、利用者さんが利用時間中
快適に過ごせるように、食堂のテーブルや椅子、団らんスペース
のベンチやテレビ等の購入に充てております。
　自粛状態にある今、いただいたテレビの映像が利用者さんのス
トレス軽減に繋がり、広いテーブルが作業中の密を防ぎ、支援を
進めるうえで必要不可欠なものとして使われています。一日も早
いコロナ禍収束を願い、今後も皆さまの善意を大切に、支援に役
立てていきたいと思います。

特定非営利活動法人　ドリーム＆ホープ

　福島県内では多数の住家被害が発生し、県内８市９町に災害救助法が適用されました。日本赤十字社福
島県支部、福島県共同募金会では、この災害により被災された方々を支援することを目的に義援金の募集
を行います。
◎受付期間　　令和３年５月３１日（月）まで
◎受付窓口　　日本赤十字社福島県支部棚倉町分区・棚倉町共同募金委員会
　　　　　　　（棚倉町社会福祉協議会内）☎３３－２６２３にお問合せ下さい。

令和３年２月福島県沖地震災害義援金を募集しています
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※介護支援専門員が介護保険サービス利用のお手伝いをします。お気軽にご相談ください。

☎３３－２６２３（担当：江戸・安久津・西牧）

しあわせ指定居宅介護支援事業所
介護保険サービス利用者満足度調査　集計結果

　しあわせ指定居宅介護支援事業所をご利用していただいているみなさまに、日頃感じていることに
ついてご意見をいただき、今後の業務に活かすことを目的に実施しました。

実施期間：令和３年１月１５日～２月２２日
調査方法：書面による無記名アンケート形式（設問：１１問）※自筆での記入が困難な方は個別面談
対 象 者：９１件　（回答：７０件、回答率：７６．９％）

　今回の調査で、利用者のみなさまが介護保険制度やさまざまな場面に戸惑いや不安を感じている
現状が垣間見えました。その中で私たちを頼りにしていただいているという言葉に、大変身の引き
締まる思いです。
　契約や個人情報の保護について十分な説明があったとの回答を多く頂きましたが、契約の機会は
利用者・ご家族との関わりの最初の部分であり、ケアマネジャーの役割を理解してもらうための重
要な機会と捉え、今後も丁寧で分かりやすい説明に努めたいと思います。
　また、２月１３日に発生した地震後にケアマネジャーとして緊急時にどのように対応すべきか話
し合いを行い、迅速な対応について協議を行っています。
　いただいたご意見を励みに、また厳しいご意見や無回答の方の思いもしっかり受け止め、今後の
業務に活かしていきたいと思います。アンケートにご協力いただきありがとうございました。

項　　　目 内　　容

１　契約・重要事項説明
契約を行う際に十分な説明があり
ましたか。

２　秘密保持
個人情報の保護について説明があ
りましたか。

３　態度・言葉づかい
態度や言葉づかいに満足していま
すか。

４　意向の反映
ケアプランには希望が十分に取り
入れられていますか。

５　専門家としてのアドバイス
介護や在宅生活を送る上で専門家
としての助言を受けていますか。

６　ケアプランの説明
ケアプランの内容について説明が
ありましたか。

７　サービス調整
必要時ケアプランを変更し、サー
ビス事業者と調整し満足な対応を
行っていますか。

８　生活改善
サービス利用で、心身や生活環境
など改善されましたか。

９　緊急時対応
緊急時や事故が発生した時の対応
に満足しましたか。

10　緊急時の連絡
営業時間外の連絡用に24時間対応
の携帯電話をご存知ですか。

11　ケアマネジャーや当事務所などについて、ご意見やご要望などがありましたら、ご自由にお書き下さい。

○　�介護認定を受けて本人も家族も安心しました。１人で悩んでしまうこともあると思うので家族
の相談にも乗って欲しい。

○　�１人暮らしの超高齢老人の生活補助、又、まわりの私達への細かい連絡もあり、相談にのって
もらっています。

○　�母のできないことが増えていますが、いろいろとケアマネさんに相談しながら介護保険を利用
し、これからも自宅での生活ができるようにしていきたいです。		

△　�普段は１人で通院していますが、具合が悪い時に病院まで介助してもらえたら安心します。ガ
イドヘルパー制度があれば嬉しく思います。

●　アンケートが見づらい。●どういう質問か理解できません。●担当者の説明に納得がいかない点がある。
●　�そもそも介護保険制度とは、介護者の負担軽減のための制度では？希望するサービスが利用で

きないのは納得できない。� ※一部抜粋して掲載
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　高齢になっても住み慣れた地域で暮らし続けること
ができる地域づくりに向け、ひなたぼっこ（棚倉町協
議体）のみなさんと活動しています。
　その中で近隣にお店のない地域や、自分ではなかな
か買い物へ行けない高齢者の支援として『買い物支援
ツアー』を計画しました。
　３月８日にモデル事業として福岡サロン参加者６名
を対象に町内のスーパーへ出かけました。ペアを組ん
だひなたぼっこの方と会話を楽しみながら、商品を選
びかごに入れていました。帰りの車中も、「一緒に買
い物に行けて、とても楽しかった」と生き生きとした
表情で話されていました。

『高齢者の買い物支援ツアー』

生活支援コーディネーターだより

【お問い合わせ】棚倉町地域包括支援センター（担当：後藤、西牧（和）、円谷、小林）

認知症サポーター養成講座を開催しました！

　１２月２４日、棚倉町民生児童委員協議会４５名を対象に
認知症サポーター養成講座を開催しました。
　棚倉町の高齢者の状況や、認知症についての理解を深め、
日頃の支援活動に活用していただくことを目的に行いました。
　認知症の方への対応では、訪問活動で遭遇する場面を想定
した対応の仕方について考えていただきました。
　参加者からは、認知症の方に出会った場合は、劇で学んだ
ことを参考に対応したい、困ったときに相談窓口にどうつな
げれば良いかが分かった等の感想が聞かれました。
※�事業所・各種団体の研修等で認知症サポーター養成講座を
活用しませんか？ご興味のある方は地域包括支援センター
までご相談ください。

認知症の方やその家族
を温かく見守るサポー
ターの証となる『オレ
ンジリング』を受講者
へ渡しました。

 こんにちは！
   地域包括支援センターです
～地域包括支援センターは、高齢者又はその家族等のなんでも相談窓口です～

　☎３３－７８１１ ※休日や夜間も電話転送により応対しています。
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　６区１５区お茶飲みサロンが新富家で行われ、たなぐら語りの会が活動しました。内容は会長の仁
平武子さんが「逆さ桜」、山口彌代さんが「おしらさま」、金澤栄子さんが「かっぱのすり鉢」の話を
しました。会場の皆様は熱心に話を聞いていました。棚倉町には面白い昔話がたくさんあり、古くか
ら伝わる昔話をかみ砕いて、聞く側の年齢に合わせて語れるように勉強会を実施しています。昔話や
民話に興味のある方は、楽しみながら一緒に活動してみませんか？	
　詳しくは棚倉町社会福祉協議会ボランティアセンターまで　３３－２６２３（岡部）

　今年は新型コロナウイルスの感染予防のため、会員が集まってつるし雛を作ることができませんで
したが、それぞれの家で作り上げた作品を、保健福祉センター正面に飾ることが出来ました。コロナ
でふさぎこんだ気持ちが、鮮やかなつるし雛で明るくなりました。
　正面の７段飾りには今年も手づくりのお雛様が飾られ、豪華な衣装も見事でした。今年の干支の

『丑』『赤べこ』など、華やかでかわいい作品が並べられ、お雛様や花、タペストリー等、１つ１つの
作品が素晴らしく、見に来てくれた方や私たちを楽しませてくれました。

ボランティアセンター

たなぐら語りの会

たなぐら雛の会
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☆いきいきくらぶ：棚倉町食生活サポーターパプリカ、藤蔭流
☆サロン：歌体操たんぽぽ、たなぐら語りの会
☆棚倉サウンドテーブルテニスクラブ
☆音声コードの会・たなぐら
☆いきいきくらぶに折り紙を頂きました。伊藤節子さん
☆手作り雑巾ボランティア：緑川幸子さん
☆タオルをたくさん頂きました：草野和子さん

※ボランティアセンターでは未使用のタオルを募集しています。
� （連絡先：３３－２６２３）

１月から３月まで活動して頂いたボランティアの皆さま

　２月２４、２５、２６日の３日間藤蔭流の方たちに来て頂きました。塩田トミ子さん、早見栄子
さん、大川原順子さんに踊りを披露して頂き、皆さん目を凝らして熱心に見ていました。時折利用
者が盛り上がって「いいよー」と掛け声をかけたり、最後にはアンコールと声がかかり、一緒に赤
とんぼの歌を歌ったり、皆の衆の歌体操を交えながら踊ってくれました。「なんか感激した！」

「やっぱり踊りをやっている人たちは違うなー」と言いながら、楽しむことが出来ました。終了後
もしばらくは興奮して、その余韻に浸りながら話していました。

藤蔭流 いきいきくらぶボランティア

ご協力ありがとうございました。
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お　知　ら　せ　コ　ー　ナ　ー

【民生委員による相談】　日時	 毎月第２月曜日　午前９時～正午（祝祭日の場合は翌日）
　４月１２日　　５月１０日　　６月１４日　　７月１２日　　８月１０日　　９月１３日
１０月１１日　１１月　８日　１２月１３日　　１月１１日　　２月１４日　　３月１４日

【弁護士による相談】　日時	 毎月第３木曜日　午前１０時３０分～午後３時
　４月１５日　　５月２０日　　６月１７日　　７月１５日　　８月１９日　　９月１６日
１０月２１日　１１月１８日　１２月１６日　　１月２０日　　２月１７日　　３月１７日

　※あらかじめ電話【３３－２６２３】で予約をして、お越しください。	
　※電話による受付予約は、前日　９時　～　１７時まで　　
　　　　　　　　　　　　　当日　９時　～　１２時まで　　とします。
　※来所による受付は、 当日午前９時～午後３時までとします。
　※相談については秘密を守ります。　　※相談は棚倉町保健福祉センター内相談室で行います。
　※無料で相談に応じますのでお気軽にご利用下さい。

◆新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止とする場合があります◆

社会福祉協議会奨学生募集

地域福祉ネットワーク活動のご案内

　社会福祉協議会では、高等学校に在学する生徒（町内在住）を対象に奨学金の支給を行っています。
◎奨学金の月額　　７，０００円
◎人　　　　員　　若干名
◎応 募 資 格　　①ひとり親家庭の生徒
　　　　　　　　　②�高等学校（県内）に在学し、品行が正しく学術にも優れ身体が強健であること。
　　　　　　　　　③棚倉町に引き続き１年以上住所を有していること。
　　　　　　　　　④経済的な理由により就学が困難と認められること。
　　　　　　　　　⑤国、県、町または他の団体等から奨学資金を受けていないこと。
◎提 出 願 書　　①奨学生願書
　　　　　　　　　②奨学生推薦調書
　　　　　　　　　③所得証明書（前年分）・・・世帯全員分
　　　　　　　　　④健康診断書
◎受 付 期 間　　令和３年４月１６日㈮～

お問い合わせ：棚倉町社会福祉協議会　☎33-2623

〇福祉活動をする行政区や自治会にその活動費の一部を助成します。
　　・声かけ、安否確認及びふれあい訪問等の見守り活動等
　　・福祉活動の各種研修会、会議等の開催等
〇地域サロン　地域のコミュニケーションの強化、健康増進などを目的に実施
　　　活動内容：各地区での茶話会、趣味活動、レクリエーション等
　　　場　　所：地域の集会所等
　　　対　　象：どなたでも参加できます
　　　助　　成：参加者１５人以下　１，５００円／回
　（行政区単位）　参加者１６人以上　２，０００円／回
　※各地域の要望により開催しておりますので、お気軽にご相談ください。

《心配ごと相談》


